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自己評価
本事業は、調査研究等を通じて新たな知見を得ることに加え、外国語での発信力を高め、国際的な視野を広げることを目的としています。調査研究等の経験を踏まえ、以下の①～③の評価項目について、達成基準を参考に5段階で自己評価してください。あわせて、評価理由を具体的なエピソードを交えて記述し、今後の課題があれば述べてください。
評価理由の記述にあたっては、評価の観点として参考例を挙げていますが、これに限らず自由に記述してください。事前に要求書に記載した「申請の目的」「海外渡航により得られる成果」を踏まえても構いません。
【達成度評価（5段階）】
	5
	4
	3
	2
	1

	十分達成できた
	おおむね達成できた
	どちらともいえない
	あまり達成できなかった
	全く達成できなかった


評価項目① 専門知識の深化・実務能力の向上
（達成基準）調査研究の場合：専門知識が期待していたレベルまで深化した
インターンシップの場合：実務を通じて、期待していたレベルの専門知識やスキルを習得した
	5段階評価
	（5～1を記入）

	（評価理由、今後の課題）




	(評価の観点)調査研究の場合：
・調査活動や議論を通じて得た、新たな知見や視点を具体的に述べる
・現地の研究者・指導者からの助言やフィードバックが、自身の研究にどのような影響を与えたか
インターンシップの場合：
・実務を通じて得た具体的な知識やスキルを述べる
・その経験が、今後の学生生活や卒業後のキャリアにどう活かされると考えるか


評価項目② 外国語能力・外国語コミュニケーション能力の向上、国際的発信力の強化
（達成基準）現地での活動を通じて、外国語による理解力・発信力が向上した
	5段階評価
	（5～1を記入）

	（評価理由、今後の課題）




	(評価の観点)・現地での活動を通して、外国語による聞く・読む・書く・話す等の能力がどのように向上したか
・言語や文化の違いがある中で、意思疎通を図るためにどのような工夫をしたか


評価項目③積極性の向上
（達成基準）自ら積極的に関係者と連携を取り、情報収集、議論、実務遂行に取り組むなど、主体的に行動する姿勢が向上した
	5段階評価
	（5～1を記入）

	（評価理由、今後の課題）




	(評価の観点)
・調査研究やインターンシップの活動の中で、自ら働きかけた具体的な場面について述べる
・これまで自信を持てなかった場面において、どのような行動の変化があったか


(以上)

